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第
二
十
三
回
W
F
B
世
界
仏
教
徒
会
議
・

第
十
四
回
W
F
B
Y
世
界
仏
教
徒
青
年
連
盟

会
議
・
第
六
回
W
B
U
世
界
仏
教
大
学
会
議

が
台
湾
で
開
催
さ
れ
た
。

本
会
か
ら
は
、戸
松
義
晴
師（
国
際
交
流
審

議
会
委
員
・
W
F
B
執
行
委
員
）と
壽
山
良
光

国
際
部
長
・
北
折
真
一
国
際
部
次
長
が
参
加
。

W
F
B
Y
世
界
仏
教
徒
青
年
連
盟
会
議
台
湾

大
会
に
は
全
日
本
仏
教
青
年
会
理
事
長
の
坂

本
観
泰
師
（
本
会
理
事
・
国
際
交
流
審
議
会

委
員
）
が
参
加
を
し
た
。

ま
た
、
来
る
二
〇
〇
八
年
の
日
本
大
会
開
催

に
向
け
国
際
交
流
審
議
会
委
員
・
財
団
創
立

五
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
委
員
に
よ

っ
て
組
織
さ
れ
た
大
会
視
察
団
（
岡
野
正
純

師
・
正
本
乗
光
師
・
日
比
野
郁
皓
師
）
も
会

議
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
た
。

四
月
十
七
日
か
ら
二
十
一
日
の
間
に
は
、

本
大
会
に
併
せ
て
、
台
湾
の
仏
教
事
情
を
視

察
す
る
、「
W
F
B
世
界
仏
教
徒
会
議
台
湾

大
会
記
念
ツ
ア
ー
」
が
、
安
原
晃
理
事
長
を

団
長
と
し
て
組
ま
れ
、
開
会
式
に
参
加
。
そ

の
席
上
、
大
道
晃
仙
会
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

安
原
晃
理
事
長
に
よ
っ
て
代
読
さ
れ
た
。

今
号
で
は
、
会
議
の
模
様
を
壽
山
良
光
国

際
部
長
が
、
記
念
ツ
ア
ー
の
模
様
を
江
口
智

流
広
報
文
化
部
長
が
報
告
す
る
。

ま
た
、
次
号
で
は
、
会
議
の
詳
細
な
報
告

と
、
日
本
大
会
に
む
け
て
の
、
今
後
の
課
題

と
抱
負
を
、
戸
松
義
晴
師
に
御
執
筆
い
た
だ

く
予
定
で
あ
る
。

四
月
十
九
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
、
台
湾

・
高
雄
の
仏
光
山
で
第
二
十
三
回
W
F
B
世

界
仏
教
徒
会
議
台
湾
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

本
会
は
タ
イ
に
本
部
の
あ
る
W
F
B
（
世

界
仏
教
徒
連
盟
・
世
界
に
約
百
五
十
セ
ン
タ

ー
）
の
唯
一
の
日
本
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
次

回
の
第
二
十
四
回
大
会
を
日
本
で
開
催
す
る

こ
と
か
ら
、
今
回
通
例
の
代
表
の
他
に
、
財

団
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
委

員
、
並
び
に
国
際
交
流
審
議
会
委
員
に
呼
び

か
け
て
視
察
団
を
組
織
、
大
会
運
営
方
法
な

ど
を
詳
細
に
視
察
し
た
。

十
九
日
の
第
七
十
一
回
執
行
委
員
会
か
ら

始
ま
り
、
昨
年
八
月
に
タ
イ
で
行
わ
れ
た
第

七
十
回
執
行
委
員
会
の
議
事
録
の
承
認
、
新

規
加
盟
団
体
の
承
認
が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
、
W
F
B
の
財
務
状
況
の
報
告
、

今
後
の
二
年
計
画
、
及
び
長
期
計
画
に
つ
い

て
総
会
前
の
確
認
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
W
F
B
功
労
賞
の
審
査
が
行
わ
れ
、

長
年
に
亘
る
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
事
業
へ
の

協
力
が
評
価
さ
れ
、
本
会
へ
の
賞
の
授
与
が

承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
翌
日
に
開
催
さ
れ
る

総
会
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
・
承
認
さ
れ
た
。

翌
二
十
日
午
前
の
全
体
会
議
で
は
、
執
行

委
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
定
員
八
人
に
対
し

て
十
二
ヵ
国
か
ら
立
候
補
が
あ
り
、
本
会
か

ら
は
現
職
の
戸
松
義
晴
師
が
一
位
で
当
選
し

た
。開

会
式
を
は
さ
ん
で
、
午
後
に
総
会
が
行

わ
れ
、
規
約
改
正
案
に
つ
い
て
討
議
が
行
わ

れ
た
。
そ
の
際
、
議
事
の
進
め
方
に
つ
い
て

会
場
か
ら
多
数
意
見
が
出
さ
れ
た
。
そ
し
て

規
約
改
正
に
つ
い
て
は
、
今
後
各
セ
ン
タ
ー

が
そ
の
内
容
に
つ
い
て
吟
味
し
、
本
部
が
そ

の
意
見
を
集
約
し
た
上
で
、
改
め
て
執
行
委

員
会
で
協
議
、
次
回
大
会
（
日
本
）
で
再
び

議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

W
F
B
世
界
仏
教
徒
会
議
台
湾
大
会

開
催
さ
れ
る

会
議
報
告壽

山

良
光 大道晃仙会長のメッセージを代読す

る安原晃理事長

開会式の模様

総会の模様
テーブル、右端が戸松義晴師
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二
十
一
日
は
各
種
委
員
会
の
討
議
が
行
わ

れ
た
。
日
本
は
財
政
委
員
会
の
委
員
長
を
務

め
、
会
費
未
納
団
体
へ
の
納
入
勧
奨
、
並
び

に
W
F
B
本
部
の
財
政
状
況
の
逼
迫
、
新
た

な
事
業
展
開
に
よ
る
経
費
の
増
額
な
ど
を
考

慮
し
、
年
会
費
（
現
在
、
百
ド
ル
）
の
増
額

の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
示
唆
を
行
っ
た
。

二
十
二
日
は
、
同
時
開
催
さ
れ
て
い
た
第

十
四
回
W
F
B
Y
、
並
び
に
第
六
回
W
B
U

の
出
席
者
と
共
に
、
バ
ス
六
台
に
分
乗
し
、

高
雄
市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
歓
迎
昼
食
会
に

出
席
し
た
。

全
体
に
コ
ン
パ
ク
ト
な
大
会
で
あ
っ
た
。

食
器
類
は
総
て
紙
、
食
事
も
精
進
の
質
素
な

も
の
で
あ
っ
た
が
、
特
に
不
満
も
感
じ
ら
れ

な
か
っ
た
。
逆
に
、
宿
泊
す
る
部
屋
は
ホ
テ

ル
並
の
設
備
を
持
ち
快
適
で
あ
っ
た
。
会
議

の
運
営
、
選
挙
方
法
な
ど
は
今
後
、
検
討
の

余
地
が
感
じ
ら
れ
た
。

WFB·WFBYの大会旗（仏旗）を受け取る壽山良光
国際部長（中央右）と坂本観泰全日仏青理事長（右）

第
二
十
四
回
W
F
B
世
界
仏
教
徒
会
議

台
湾
大
会
の
開
会
式
に
於
い
て
、
W
F
B

パ
ロ
ッ
プ
事
務
総
長
か
ら
法
輪
を
か
た
ど

っ
た
記
念
の
盾
が
、
本
会
、
安
原
理
事
長

に
手
渡
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
本
会
が
約
三
十
年
の
長
き
に

亘
り
取
り
組
ん
で
き
た
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復

興
事
業
に
対
し
て
W
F
B
が
そ
の
功
績
を

大
き
く
評
価
し
た
こ
と
に
よ
る
。

昨
年
八
月
に
W
F
B
執
行
委
員
会
が
タ

イ
・
バ
ン
コ
ク
で
開
催
さ
れ
た
折
り
、
そ

の
席
で
本
会
は
出
席
者
全
員
に
考
古
学
調

査
報
告
書
『
ル
ン
ビ
ニ
ー

マ
ヤ
堂
の
考

古
学
的
調
査
』
を
手
渡
し
た
。
出
席
者
か

ら
は
大
き
な
拍
手
が
湧
き
、
本
会
代
表
は

握
手
を
求
め
ら
れ
た
。

一
九
七
八
年
の
第
十
二
回
W
F
B
日
本

大
会
で
協
力
が
決
議
さ
れ
た
本
事
業
は
、

ネ
パ
ー
ル
の
政
変
や
両
国
の
慣
習
の
違
い
、

現
地
の
厳
し
い
気
候
な
ど
に
推
進
を
阻
ま

れ
難
航
を
極
め
た
。

そ
う
し
た
中
、
一
九
九
五
年
に
マ
ヤ
堂

直
下
か
ら
釈
尊
生
誕
の
地
を
示
す
「
印

石
」
が
発
見
さ
れ
、
そ
れ
も
契
機
と
な
っ

て
一
九
九
七
年
に
は
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
が
ユ

ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

二
○
○
三
年
に
は
マ
ヤ
堂
が
ネ
パ
ー
ル

側
の
手
に
よ
り
完
成
。
昨
年
に
は
、
志
半

ば
で
急
逝
し
た
上
坂
悟
本
会
派
遣
考
古
学

者
の
遺
志
を
受
け
、
恩
師
の
坂
誥
秀
一
立

正
大
学
前
学
長
の
手
に
よ
っ
て
報
告
書
が

完
成
。
マ
ヤ
堂
考
古
学
調
査
報
告
会
も
開

催
さ
れ
た
。

本
会
の
事
業
も
こ
れ
で
一
区
切
り
を
迎

え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

本
会
の
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
事
業
の

業
績
が
表
彰
さ
れ
る

記念の盾を受け取る、安原晃理事長（左）

W
F
B
世
界
仏
教
徒
会
議
台
湾
大
会
記
念

ツ
ア
ー
（
四
月
十
七
日
〜
二
十
一
日
・
以
下

W
F
B
ツ
ア
ー
）
が
安
原
晃
理
事
長
を
団
長

と
し
て
開
催
さ
れ
た
。（
日
華
仏
教
交
流
協

会
後
援
）

今
回
の
ツ
ア
ー
に
は
成
田
空
港
発
と
関
西

空
港
発
の
四
十
五
名
が
参
加
し
た
。

通
例
、
W
F
B
ツ
ア
ー
は
前
半
に
W
F
B

世
界
仏
教
徒
会
議
の
開
会
式
へ
の
参
加
を
し

て
か
ら
、
各
地
を
巡
る
形
で
行
わ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
今
回
は
、
実
質
、
ツ
ア
ー
の
最
終

日
（
二
十
日
）
に
開
会
式
へ
参
加
し
た
。

開
会
式
参
加
ま
で
の
間
に
、
各
地
を
巡
り

な
が
ら
、
台
湾
の
仏
教
事
情
を
学
び
、
文
化

に
触
れ
、
参
加
者
同
士
も
交
流
を
深
め
ら
れ
、

二
年
後
に
は
日
本
に
お
い
て
大
会
が
開
催
さ

ツ
ア
ー
報
告江

口

智
流

開会式会場（仏光山）の前にて、開会式
後の集合記念写真
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れ
る
と
い
う
事
情
も
浸
透
し
た
上
で
の
参
加

で
あ
っ
た
た
め
、
今
ま
で
と
は
趣
き
も
異
な

り
、
参
加
者
各
位
の
開
会
式
へ
の
参
加
意
識

も
高
く
感
じ
ら
れ
た
。

ツ
ア
ー
は
台
北
か
ら
台
中
、
台
南（
高
雄
）

へ
と
、
台
湾
を
バ
ス
で
縦
断
し
て
い
っ
た
。

強
行
軍
で
は
あ
っ
た
が
、
台
湾
の
諸
寺
院

を
参
拝
し
な
が
ら
、
台
湾
の
文
化
に
触
れ
、

密
度
の
濃
い
ツ
ア
ー
で
あ
っ
た
。

十
七
日
出
発
・
故
宮
博
物
院
見
学
・
結
団
式

十
八
日
中
台
禅
寺
・
玄
奘
寺
参
詣

十
九
日
宝
覚
寺
参
詣
・
台
中
公
園
観
光

二
十
日
W
F
B
世
界
仏
教
徒
会
議
開
会
式
・

さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー

二
十
一
日
帰
国

十
九
日
の
宝
覚
寺
に
お
い
て
は
、
安
原
晃

理
事
長
導
師
の
下
、
真
宗
大
谷
派
の
法
要
式

に
則
っ
て
、「
全
戦
没
者
追
悼
法
要
」
が
謹

修
さ
れ
た
。

「全戦没者追悼法要」の模様
安原理事長と真宗大谷派のみなさん

敬
っ
て
、
阿
弥
陀
如
来
の
御
前
に
白
し
あ
げ
ま
す
。

本
日
こ
こ
に
、
W
F
B
世
界
仏
教
徒
会
議
台
湾
大
会
親
善
旅
行
団
団
員
と
共
に
、
宝
覚
寺

日
本
人
墓
地
に
お
い
て
、
全
戦
没
者
追
悼
法
要
を
勤
修
い
た
し
ま
す
。

お
も
ん
み
れ
ば
、
お
よ
そ
戦
争
は
、
家
と
家
と
の
憎
し
み
、
人
と
人
と
の
怨
み
に
あ
ら
ず
、

ひ
と
え
に
民
族
の
横
暴
、
国
家
の
侵
犯
で
あ
っ
て
、
過
ぐ
る
大
戦
も
ま
た
そ
の
一
つ
で
あ

り
ま
す
。

ひ
と
た
び
戦
火
が
起
こ
ら
ば
、
平
安
は
打
ち
破
ら
れ
、
人
々
は
踏
み
に
じ
ら
れ
、
あ
る
い

は
鬼
と
な
り
狂
気
と
な
っ
て
、
生
命
を
奪
い
合
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
悲
惨
さ
た
る

や
、
ま
こ
と
に
想
像
を
絶
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、
異
国
の
地
に
お
い
て
戦
没
し
た
日
本
人
、
ま
た
、
ア
ジ
ア
周
辺
諸
国
の
人
々

に
対
し
て
強
い
て
き
た
計
り
知
れ
な
い
苦
痛
と
悲
し
み
を
憶
う
と
き
、
私
た
ち
仏
教
者
は
、

仏
の
御
教
え
に
背
き
、
御
意
に
反
し
、
願
い
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
、

痛
嘆
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

戦
争
が
終
え
て
六
十
年
、
今
に
そ
の
傷
痕
に
苦
し
む
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
か
え

っ
て
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
知
ら
な
い
人
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
多
く
の
日
本
、
台
湾
を
は
じ
め
浄
土
へ
旅
立
ち
た
る
法
友
、
そ
の
数
は
数
え
切

れ
ま
せ
ん
。

今
や
、
永
く
、
そ
の
劫
火
を
記
憶
に
留
め
、
遥
か
に
恩
讐
を
超
え
て
、
と
も
ど
も
に
仏
陀

釈
尊
の
法
流
を
汲
む
べ
き
時
で
あ
り
ま
す
。

希
わ
く
は
、
あ
ら
た
め
て
三
界
六
道
の
冥
闇
を
厭
い
、
迷
界
の
愚
昧
を
恥
じ
て
、
思
い
を

難
思
の
法
海
に
浮
か
べ
、
ひ
た
す
ら
に
戦
争
の
な
き
こ
と
を
念
じ
、
と
こ
し
な
え
に
兵
戈

用
い
ら
ざ
る
こ
と
を
誓
い
、
併
せ
て
、
一
九
九
九
年
九
月
二
十
一
日
に
発
生
し
た
台
湾
地

震
に
よ
っ
て
無
念
に
も
尊
い
命
を
奪
わ
れ
た
方
々
に
対
し
て
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
つ
つ
、
仏

恩
報
尽
の
つ
と
め
に
勤
し
ま
ん
こ
と
、
こ
こ
に
誓
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

敬

白

二
〇
〇
六
年
四
月
十
九
日

財
団
法
人

全
日
本
仏
教
会

理
事
長

安
原

晃

表

白

日
本
宗
教
連
盟
（
以
下
、
日
宗
連
）
は
、

本
会
・
教
派
神
道
連
合
会
・
日
本
キ
リ
ス
ト

教
連
合
会
（
以
下
、
日
キ
連
）・
神
社
本
庁

・
新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
の
五
団
体
で
構

成
さ
れ
る
団
体
で
あ
り
、
四
月
二
十
六
日
に

日
宗
連
の
理
事
会
・
参
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。

山
北
宣
久
理
事
（
日
キ
連
）
が
理
事
長
に

互
選
さ
れ
、
佐
藤
丈
史
幹
事
（
日
キ
連
）
が

事
務
局
長
に
就
任
し
た
。
里
見
達
人
前
理
事

長
（
本
会
前
理
事
長
）
は
、
本
理
事
会
を
も

っ
て
理
事
を
退
任
さ
れ
、
安
原
晃
本
会
理
事

長
が
日
宗
連
の
理
事
に
就
任
し
た
。
な
お
、

里
見
達
人
前
理
事
長
は
山
北
宣
久
理
事
長
よ

り
顧
問
を
委
嘱
さ
れ
た
。

議
案
と
し
て
は
、
平
成
十
七
年
度
事
業
報

告
書
（
案
）
並
び
に
収
支
決
算
書
（
案
）
に

つ
い
て
の
承
認
を
求
め
る
件
、
日
宗
連
創
立

六
十
周
年
記
念
事
業
（
案
）
に
つ
い
て
の
承

認
を
求
め
る
件
が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

日
宗
連里見達人前理事長

２００６年６月１日4



第
二
十
七
期
審
議
会
・

委
員
会
名
簿

総
務
財
政
審
議
会

山
下

昭
文

曹
洞
宗

中
尾

史
峰

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

冨
樫

珠
德

真
宗
大
谷
派

曽
和

義
雄

浄
土
宗

張
田

珠
潮

日
蓮
宗

髙
橋

智
運

高
野
山
真
言
宗

松
山

英
照

臨
済
宗
妙
心
寺
派

小
林

祖
承

天
台
宗

司
東

和
光

真
言
宗
智
山
派

鈴
木

道
雄

真
言
宗
豊
山
派

新
倉

典
生

東
京
都
仏
教
連
合
会

近
藤

真
道

愛
知
県
仏
教
会

髙
島

孝
範

仏
教
伝
道
協
会

社
会
人
権
審
議
会

坂
田

徹
応

曹
洞
宗

井
上

博
雄

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

杉
本

了
恵

真
宗
大
谷
派

淺
野

義
光

浄
土
宗

田
澤

元
泰

日
蓮
宗

佐
々
木

兼
俊

高
野
山
真
言
宗

神
代

紹
文

臨
済
宗
妙
心
寺
派

源
田

俊
昭

天
台
宗

佐
藤

玲
秀

真
言
宗
智
山
派

小
島

恵
真

真
言
宗
豊
山
派

健
代

和
央

和
宗

吉
田

泰
樹

東
京
都
仏
教
連
合
会

鈴
木

永
城

仏
教
情
報
セ
ン
タ
ー

国
際
交
流
審
議
会

小
林

千
秋

曹
洞
宗

林

安
明

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

新
田

智
通

真
宗
大
谷
派

戸
松

義
晴

浄
土
宗

今
井

真
行

日
蓮
宗

富
家

海
信

高
野
山
真
言
宗

渡
邊

宗
徹

臨
済
宗
妙
心
寺
派

一
島

正
真

天
台
宗

久
志

卓
世

真
言
宗
智
山
派

島
村

智
教

真
言
宗
豊
山
派

田
中

光
成

国
際
仏
教
興
隆
協
会

髙
島

孝
範

仏
教
伝
道
協
会

坂
本

観
泰

全
日
本
仏
教
青
年
会

奈
良

康
明

学
識
経
験
者

松
濤

弘
道

学
識
経
験
者

小
笠
原

隆
元

学
識
経
験
者

松
永

然
道

学
識
経
験
者

成
田

孝
英

学
識
経
験
者

広
報
委
員
会

松
尾

徹
裕

曹
洞
宗

西
山

慈
晃

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

齋
藤

明
聖

真
宗
大
谷
派

入
西

勝
彦

浄
土
宗

太
田

順
祥

日
蓮
宗

倉
岡

弘
叔

高
野
山
真
言
宗

並
木

優
記

臨
済
宗
妙
心
寺
派

福
井

邦
彦

天
台
宗

三
神

栄
法

真
言
宗
智
山
派

上
田

則
夫

真
言
宗
豊
山
派

丸
山

邦
雄

神
奈
川
県
仏
教
会

杉
山

令
憲

岐
阜
県
仏
教
会

髙
山

久
照

日
本
仏
教
保
育
協
会

坂
本

観
泰

全
日
本
仏
教
青
年
会

五
月
十
二
日（
金
）、
本
会
会
議
室
に
於
い

て
第
一
回
広
報
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
本

年
度
よ
り
、
広
報
文
化
部
が
新
設
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
広
報
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
そ

の
、
初
め
て
の
委
員
会
の
開
催
と
な
っ
た
。

委
員
会
で
は
、
全
日
本
仏
教
会
財
団
設
立
五

十
周
年
記
念
事
業
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、

今
後
の
仏
教
界
の
広
報
を
考
え
る
、
と
い
う

テ
ー
マ
が
主
眼
と
さ
れ
、
報
告
や
検
討
が
な

さ
れ
た
。

全
日
本
仏
教
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
良

や
全
仏
誌
の
改
良
と
そ
の
広
報
、
ま
た
そ
れ

ら
の
広
報
と
加
盟
団
体
の
広
報
が
い
か
に
連

携
し
て
行
く
べ
き
か
、
等
々
の
議
題
が
論
じ

ら
れ
た
。

特
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
西
暦
二
〇

〇
〇
年
か
ら
の
過
去
の
全
仏
誌
（
当
冊
子
）

が
全
て
無
料
で
閲
覧
・
受
信
で
き
、「
宗
教

法
人
法
」
に
基
づ
く
宗
教
法
人
の
備
え
付
け

・
提
出
書
類
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
で
、

い
ず
れ
も
印
刷
も
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
加

盟
団
体
や
本
会
か
ら
の
最
新
情
報
も
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
自
体
の
認
知
度
が
充
分
と
は
い
え
な
い
の

が
課
題
で
あ
る
と
い
え
る
。
当
冊
子
は
読
ん

で
い
る
け
れ
ど
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
見
た
こ

と
が
な
い
、
と
い
う
方
は
、
閲
覧
頂
け
れ
ば

新
し
い
発
見
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

広
報
委
員
会
に
お
い
て
、
広
報
に
つ
い
て

の
意
見
交
換
や
新
た
な
提
案
が
な
さ
れ
る
こ

と
は
、
本
会
の
み
な
ら
ず
仏
教
界
全
体
の
広

報
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
事
で
あ
り
、
委

員
会
も
活
気
の
あ
る
も
の
と
な
っ
た
。

今
後
各
審
議
会
・
委
員
会
が
開
催
さ
れ
て

参
り
ま
す
の
で
、
随
時
誌
面
に
て
報
告
掲
載

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

第
一
回
広
報
委
員
会
開
催

無料法律
相談室
長谷川正浩顧問弁
護士による、無料
法律相談を毎月第
二、第四木曜日の
午後開催しており
ます。本会事務総
局０３（３４３７）９２７５へ
事前予約の上おい
で下さい。

5ZENBUTSU２００６年６月１日



■『伝統仏教と地域社会の関係・アンケート調査』結果報告 ＜第３回＞

全日本仏教会に期待される「広報センター」の役割

報告： 澤 茂 樹

第三回は、「全日本仏教会」の認知・理解状況と、その役割への期待を中心に報告します。
また、今回の調査から見えてきた取り組み課題についても総括します。
まず、全国の寺院の住職から、全日本仏教会がどの程度見えているかという点ですが、残念ながら「活

動内容までよく知っている」（１４％）「なんとなく知っている」（５０％）と、十分な認知率とはいえない状
況です。個別の活動内容（リスト提示）の認知でも、「機関誌『全仏』による情報発信」（６８％）「花まつ
りポスターの頒布」（４３％）「社会問題への研修会」（４２％）が比較的高いものの、多くの活動実績はあま
り認知されていません。さらなる内部広報が必要です。（次ページ図表）
しかし、こうした会の活動が伝統仏教界に役立っているかどうかの質問では、回答者の７０％が「役立っ

ている」と答えています。また、活動内容の認知者ほどスコアが高くなることから、会の活動を知る人ほ
ど役立ち度を評価している傾向が読み取れます。その一方で、会の活動が寺院（自坊）にとって役立って
いるかどうかについては、どちらかといえば「役立っていない」（５９％）と否定的です。この結果は、全
日本仏教会が各宗派や地域仏教会が加盟する連合組織であるという性格から、ある程度やむをえないこと
ではありつつも、寺院（自坊）からは距離のある、遠い存在にとどまっていることを示しています。もう
少し、個別寺院にまで届く情報提供やコミュニケーション活動が必要かもしれません。

＊
全日本仏教会における重点活動の認知率は、「全日本仏教徒会議」（５３％）「WFB世界仏教徒会議」

（４２％）「財団設立５０周年」（３３％）にとどまっており、決して満足できるレベルではありません。ここで
も、一層の内部広報が必要となってきますが、これらの事業は全日本仏教会のみならず、伝統仏教界全体
にとっても意義深い活動となります。各宗派や地域仏教会の方々を通じての幅広い情報伝播が必須となる
ことから、各位のさらなるご尽力を期待したいと思います。
ところで、今回、全日本仏教会にどのような役割を期待しているかを聞いています。最も期待されてい

る項目は「伝統仏教界をつなぐ架け橋となる」（６３％）です。次いで「社会問題に対する見解表明」
（５１％）「全日本仏教徒会議でのアピール」（３７％）と続きます。また、広報すべき対象としては「一般市
民」（５３％）「寺院をとりまく地域社会」（４７％）「加盟団体の僧侶」（４５％）が挙げられていることから、
伝統仏教界内部はもとより、広く社会・一般市民への情報発信も大いに期待されています。この点からも、
上記３事業を通じての、広報活動の重要性が見えてきます。

＊
今回の調査は伝統仏教界の僧侶を対象とした意識調査ということで、ある意味、画期的な試みであった

と評価しています。そこに表された数値や自由回答も、ある程度、今日の伝統仏教界の現実を反映した客
観性のあるものと考えます。また、その結果は伝統仏教界にとって、あるいは全日本仏教会にとって、決
して安閑としていられない厳しいものでした。それだけ、伝統仏教界内部の現状に対する危機感や問題意
識が強く、かつ課題解決を希求する声が強く表明されているものと解釈できます。
今日、伝統仏教界が抱えている諸課題の中には、檀家制度の崩壊や国民の信仰離れなど、本質的で構造

的な問題も多々含まれていますが、一方で、伝統仏教界側から社会に向けて積極的に働きかけていくこと
で解決できる問題も数多くあるのではないかと思います。そして、その働きかけの主翼を担うのが「広報
活動」であろうと確信しています。
まさに、今回の調査結果が明らかにしたことも、伝統仏教界における「広報活動」の重要性に他なりま

せん。その先陣となり、伝統仏教界の広報をリードすべき全日本仏教会の役割は極めて重大です。伝統仏
教界における「広報センター」としての機能充実を、切に期待してやみません。

２００６年６月１日6
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＊アンケート調査
図 表

十
一
日
▼
W
B
U
理
事
、
市
村
氏
来
局

十
二
日
▼
「
日
宗
連
」
監
査
会

十
三
日
▼
局
内
会
議

▼
B
N
N
来
局

▼
文
化
庁
来
局

十
四
日
▼
部
落
解
放
同
盟
中
央
本
部
訪
問

▼
W
F
B
視
察
団
打
ち
合
わ
せ

十
五
日
▼
小
泉
首
相
主
催
「
桜
を
見
る
会
」

出
席

十
七
日
〜
▼
W
F
B
世
界
仏
教
徒
会
議
台
湾

大
会
出
席（
〜
二
十
三
日
帰
国
）

二
十
四
日
▼
イ
ン
ド
仏
教
会
来
訪

二
十
五
日
▼
自
民
党
業
務
改
革
推
進
委
員
会

管
轄
「
８３
会
出
版
記
念
パ
ー
テ

ィ
ー
」
出
席

二
十
六
日
▼
「
日
宗
連
」
理
事
会
・
参
議
会

・
幹
事
会

▼
局
内
会
議

二
十
七
日
▼
法
律
相
談
室

二
十
八
日
▼
中
外
日
報
来
局

▼
荒
川
正
憲
師
来
局
（
戒
名
法
名

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
毎

日
新
聞
記
者
取
材
の
為
）

三
十
日
▼
ス
リ
ラ
ン
カ
大
僧
正
歓
迎

パ
ー
テ
ィ
ー
出
席

六
日
〜
▼
国
連

ヴ
ェ
サ
ッ
ク
デ
ー
出
席

（
於
タ
イ
バ
ン
コ
ク
九
日
帰
国
）

八
日
▼
「
日
宗
連
」
幹
事
会

▼
「
全
青
協
」
記
念
式
典
出
席

十
日
▼
電
通
と
打
合
せ

武
宮
聰
雄
師
（
本
会
元
評
議
員
）

四
月
二
十
七
日
遷
化

八
十
五
歳

真
宗
大
谷
派
元
参
務

ブ
ー
タ
ン
（
ツ
ェ
チ
ュ
祭
の
大
掛
仏
）

ブ
ー
タ
ン
の
各
地
で
は
、
ツ
ェ
チ
ュ
祭
と

呼
ば
れ
る
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
地
方
に
仏
教
を
伝
道

し
た
パ
ド
マ
サ
ン
バ
バ
（
グ
ル
・
リ
ン
ポ
チ

ェ
）
の
威
光
を
悪
霊
達
に
再
確
認
さ
せ
る
た

め
の
盛
大
な
法
要
を
年
一
度
営
む
。

仏
教
の
教
え
を
舞
踊
に
し
て
広
め
る
祭
り
と

い
わ
れ
、
表
紙
の
写
真
は
、
祭
り
の
最
終
日
、

夜
明
け
前
に
、
年
一
度
ご
開
帳
さ
れ
る
ト
ン

ド
ル
（
大
掛
仏
）。
日
中
は
和
や
か
に
盛
り

上
が
り
を
見
せ
る
デ
ヤ
ン
カ
広
場
も
、
ご
開

帳
の
時
は
厳
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
る
。

★
今
月
の
表
紙
に
つ
い
て
★

多
数
の
御
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
「
仏
教
ポ

ケ
ッ
ト
カ
ー
ド
」
の
第
二
弾
を
、
こ
の
度
、

作
成
す
る
方
向
で
動
き
出
し
ま
し
た
。

ま
だ
、
若
干
時
間
が
掛
か
る
と
思
い
ま
す
が
、

少
し
で
も
良
い
物
を
作
ろ
う
と
試
行
錯
誤
し

て
い
ま
す
。

完
成
し
ま
し
た
ら
、
誌
面
並
び
に
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
お
知
ら
せ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

前
号
（
五
一
八
号
）
九
頁
・
「
曹
洞
宗
に

よ
る
遺
骨
調
査
の
取
り
組
み
」
欄
、
三
段

目
・
後
ろ
か
ら
五
行
目
に
お
い
て
、「
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
や
民
主
主
義
」
と
掲
載
致
し

ま
し
た
が
、「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
民
族
主

義
」
の
誤
り
で
し
た
。

謹
ん
で
訂
正
さ
せ
て
頂
き
ま
す
と
共
に
、

不
手
際
に
よ
り
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し

た
こ
と
、
関
係
各
位
に
心
よ
り
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

訂

正
仏
教
ポ
ケ
ッ
ト
カ
ー
ド
２

作
成
開
始
！

仏教ポケットカード２

「おかげさま」

（試作案）

事
務
総
局
録
事

四
月
（
十
一
〜
三
十
日
）

五
月
（
一
〜
十
日
）

哀
悼
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ZENBUTSU

二
〇
〇
六
年
六
月
一
日
発
行

六
月
号

第
五
一
九
号 仏教界からもっと積極的な情報発信を！

～情報提供のお願い～

発
行
人

池
田
行
信

発
行
所

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

〒
一
〇
五
―
〇
〇
一
一
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
―
七
―
四

U
RL:http://w

w
w
.jbf.ne.jp/

全日本仏教会は財団創立５０周年を契機に、「仏教界における広報的役割」を主眼に置き、より一層

の広報の充実化を進めています。つきましては、加盟団体の皆様はもちろんのこと、一寺院。一仏

教者。そうです、あなたの情報を広く求めております。是非皆様の情報提供をお願い致します。情

報は、主にホームページを中心として発信させて頂きます。

たとえば、

・テレフォン法話

・テレフォン相談

・講演会

・仏教・文芸・芸術をはじめとする各種講座の開催や研修会・セミナー等

・ご宗派やご寺院にとって特別な法要

・写経会

・座禅会

その他、様々な情報をお寄せ下さい。

ホームページの相互リンク先も募集中です。詳しくは全日本仏教会のホームページをご覧下さい。

e-mail kouho@jbf.ne.jp

http : //www.jbf.ne.jp/

電

話
〇
三（
三
四
三
七
）九
二
七
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
四
三
七
）三
二
六
〇
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